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南
京
事
件
七
十
周
年
記
念
式
典
に
一
万
人
が
集
う

紫
金
草
合
唱
団
、
南
京
・
上
海
公
演
に
参
加
し
て

大
阪
府
連
合
会
・
常
任
理
事

土
井
一
正

（
土
井
一
正
さ
ん
の
中
国
公
演
レ
ポ
ー
ト

は
二
頁
に
続
き
ま
す
。
藤
後
博
己
副
会
長

は
合
唱
団
団
長
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
）

私
は
今
回
の
紫
金
草
合
唱
団
の
中

国
南
京
・
上
海
公
演
（
十
二
月
十
二

～
十
七
日
）
に
、
そ
の
一
員
と
し
て

参
加
し
た
。
こ
の
合
唱
団(

１
５
０

余
人)

の
訪
中
は
六
回
目
で
、
上
海

は
初
め
て
と
い
う
こ
と
だ
。

団
名
「
紫
金
草
」
は
、
中
国
の
薄

紫
の
美
し
い
野
の
花
で
、
日
中
戦
争

時
に
一
兵
士
が
日
本
に
も
ち
か
え
り
、

平
和
へ
の
思
い
を
込
め
て
各
地
に
ひ

ろ
げ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

去
る
十
二
月
の
「
日
中
友
好
新
聞
」

で
仙
洞
田

英
子
（
せ
ん
ど
う
だ
え

い
こ
）
さ
ん
の
『
南
京
、
南
京
、
南

京
（
子
育
て
終
わ
っ
て
中
国
留
学
の

記
）
』
（
草
の
根
出
版
会
、
〇
七
年

九
月
刊
）
の
紹
介
記
事
を
読
ん
だ
。

五
十
歳
で
初
め
て
大
学
へ
入
学
し

て
日
本
近
代
史
を
学
び
、
卒
業
後
さ

ら
に
中
国
語
を
学
ぶ
た
め
南
京
大
学

海
外
学
院
に
一
年
間
留
学
し
た
と
い

う
著
者
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
と
、
ご
く
最

近
の
南
京
事
情
が
日
常
生
活
に
即
し

て
綴
ら
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
の
魅

力
に
ひ
か
れ
て
、
す
ぐ
東
京
の
出
版

元
へ
電
話
注
文
し
た
。
年
末
多
用
の

中
な
が
ら
、
手
に
と
っ
て
み
る
と
面

白
く
読
み
や
す
い
の
で
、
思
わ
ず
一

気
読
み
し
て
し
ま
っ
た
。

紫
金
草
合
唱
団
南
京
大
学
音
楽
会

（0
6
.
3
.
2
7

）
の
こ
と
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
「
紫
金
草
物
語
」
の
演
奏
の

中
で
、
中
国
人
の
役
で
「
日
本
鬼
子

（
リ
ー
ベ
ン
ク
イ
ズ
）
！
・
・
・
」

と
中
国
語
で
叫
ぶ
一
人
の
団
員
の
迫

力
あ
る
朗
読
が
会
場
を
圧
し
た
場
面

が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
団
員
の

名
が
藤
後
博
己
と
あ
と
で
知
っ
た
と

書
い
て
あ
る
。
わ
が
大
阪
府
連
副
会

長
で
紫
金
草
合
唱
団
長
の
藤
後
さ
ん

の
活
躍
が
目
に
浮
か
ぶ
。
２
０
０
１

年
の
最
初
の
南
京
公
演
に
よ
り
、
南

京
市
民
の
日
本
人
に
対
す
る
積
年
の

敵
意
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
と

い
う
話
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
南

京
事
件
七
十
周
年
の
昨
年
十
二
月
十

三
日
に
は
同
合
唱
団
が
招
か
れ
特
別

公
演
）
著
者
が
南
京
大
虐
殺
の
生
き

証
人
の
一
人
、
劉
志
誠(

九
一
才)

と

面
会
し
た
と
き
、
相
手
が
日
本
人
だ

と
知
っ
た
劉
さ
ん
が
号
泣
し
て
、
し

ば
ら
く
質
問
に
も
答
え
ら
れ
な
か
っ

た
場
面
の
文
章
に
は
胸
が
痛
ん
だ
。

仙
洞
田
さ
ん
の
体
験
談
は
、
中
国

の
生
ま
身
の
個
人
一
人
一
人
の
く
ら

し
、
思
い
、
考
え
方
な
ど
、
日
本
人

一
人
一
人
と
の
違
い
を
見
出
す
驚
き

と
相
互
理
解
・
共
感
の
可
能
性
を
見

つ
け
る
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
日

中
友
好
の
本
質
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る

す
ば
ら
し
い
本
だ
っ
た
。

一
言
年
頭
の
あ
い
さ
つ
に
か
え
て
。

年

頭

所

感

『
南
京
、
南
京
、
南
京
』

を
読
ん
で

日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会
会
長

渡
辺

武

府連通信

れ
を
合
唱
朗
読
構
成
「
紫
金
草
物
語
」

に
し
た
も
の
を
、
中
国
で
演
奏
し
た

と
こ
ろ
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
今
回

の
公
演
へ
と
続
く
こ
と
と
な
っ
た
。

今
年
は
、
南
京
大
虐
殺
七
十
周
年

に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
そ
の
記
念
式

典
に
出
席
し
た
。
国
の
内
外
か
ら
一

万
人(

日
本
人
は
６
０
０
人)

が
参
加

し
、
当
時
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
警
報

が
鳴
り
響
く
中
、
式
典
は
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
た
。
南
京
で
の
記
者
会
見

に
は
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
も
二
十
数
社

参
加
し
、
こ
の
事
件
へ
の
関
心
の
高

さ
を
示
し
て
い
る
。

南
京
市
は
城
門
を
く
ぐ
る
と
プ
ラ

タ
ナ
ス
の
並
木
が
続
き
、
明
代
の
城

壁
も
見
ら
れ
、
近
代
化
の
中
に
古
い

都
市
の
た
た
ず
ま
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

七
十
年
前
に
日
本
軍
に
よ
る
大
量
の

虐
殺
が
あ
っ
た
、
こ
の
地
に
た
っ
て

神
妙
な
気
持
ち
に
な
る
。
新
装
さ
れ

た
記
念
館
に
は
虐
殺
の
事
実
を
告
げ

る
、
写
真
３
５
０

０
枚
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

館

長

か

ら

は

「
広
い
視
野
で
、

日
中
交
流
の
歴
史

の
中
で
南
京
事
件

を
と
ら
え
、
日
中

日 時：2008年２月２4日（日）午後1時～3時

会 場：中華料理・楓林閣（ふうりんかく）

（阿倍野アポロビル・９階）06-6649-1055

参加費 ：３０００円（要予約）

福引もあります。誘い合ってご参加下さい

連絡先：大阪府連06-6372-8131

日中０８春のつどいご案内
の
関
係
を
発
展
さ
せ
る
記
念
館
に
し

た
い
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
館
の

出
口
近
く
の
掲
示
板
に
は
「
歴
史
は

鏡
で
あ
り
、
歴
史
の
教
訓
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
戦
争
を
遠
ざ
け
平
和

を
愛
し
、
調
和
の
あ
る
世
界
を
作
る

た
め
に
奮
闘
し
よ
う
」
の
こ
と
ば
で

結
ば
れ
て
い
た
。

（
二
頁
に
続
く
）

梅
田
章
二
さ
ん
を
推
薦

ム
ダ
・
不
正
ゼ
ロ
・
く
ら
し
優

先
へ
と
大
阪
府
知
事
選
挙
で
連
日

奮
闘
し
て
い
る
、
庶
民
派
弁
護
士
・

梅
田
章
二
弁
護
士
を
、
九
日
の
常

任
理
事
会
で
、
国
際
友
好
と
平
和

に
寄
与
す
る
立
場
か
ら
推
薦
を
決

定
し
ま
し
た
。

一
月
九
日
・
日
本
中
国
友
好
協
会

大
阪
府
連
合
会
・
第
八
回
常
任
理
事
会
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「中国はいま何を考

えているか」

講演と春のつどいを

開催

盧溝橋事件・南京

事件七十周年 『日中

十五年戦争』のパネ

ルを展示

３年目を迎えた、

尼崎市・国際交流協

会主催の多文化ふれ

あいデー

きりえで創る

「年賀状・干支色紙」

講習会を開きました

｢太極拳まつり｣

２０２名が３０を
超える表演

中国残留孤児裁判

世論の批判受け政府

も自立支援策を実施

淀屋橋で七・七行動・

盧溝橋事件七十周年

･不再戦平和

を訴える

株
安
・
ド
ル
安
に
直
面
し
て
い
る

中
で
、
中
国
の
世
界
戦
略
は
ど
う
な

の
か
。
ア
メ
リ
カ
の
低
所
得
者
む
け

住
宅
ロ
ー
ン
（
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
）
に
端
を
発
し
て
世
界
の
銀
行
の

信
用
不
安
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
も
中
国
も
金
融
リ
ス
ク
を
負
わ

さ
れ
ま
す
が
、
も
と
も
と
バ
ブ
ル
が

さ
さ
や
か
れ
て
い
た
０
３
年
か
ら
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
低
所
得
者
に
五

年
間
は
低
利
で
融
資
し
、
五
年
後
は

利
息
が
大
き
く
跳
ね
上
が
り
、
た
ち

ま
ち
支
払
い
が
滞
り
破
綻
寸
前
の
状

況
で
す
。
こ
の
ロ
ー
ン
を
証
券
化
し

て
世
界
の
銀
行
に
売
り
出
し
、
儲
け

の
た
め
に
群
が
っ
た
銀
行
は
、
手
ひ

ど
い
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
の
住
宅
バ
ブ
ル
と
同
じ

構
造
で
す
。
も
と
の
住
宅
価
値
に
５

割
～
２
倍
の
値
打
ち
を
付
け
て
査
定

を
水
増(

バ
ブ
ル
）
し
し
て
、
お
金

を
貸
し
付
け
た
の
で
す
。

も
と
も
と
小
泉
改
革
（
金
融
審
議

会
）
で
金
融
改
革
（
貯
蓄
か
ら
投
資

へ
）
の
ア
メ
リ
カ
化
を
推
進
し
て
き

た
つ
け
で
も
あ
り
ま
す
。
と
言
う
の

も
市
場
活
性
化
万
能
主
義
を
掲
げ
た

利
益
優
先
の
政
策
の
行
き
着
く
先
で

す
。
そ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
円

高
・
ド
ル
安
は
ア
メ
リ
カ
の
巨
額
の

貿
易
赤
字
と
財
政
赤
字
の
『
双
子
の

赤
字
』
を
日
本
が
支
え
続
け
る
た
め

に
、
小
泉
内
閣
が
公
的
資
金
で
ド
ル

を
買
わ
さ
れ
、
ド
ル
の
外
貨
準
備
高

は
百
兆
円
を
こ
す
ま
で
に
膨
れ
上
が

り
ま
し
た
。
ド
ル
安
が
進
め
ば
進
む

ほ
ど
日
本
国
民
の
財
産
の
損
失
は
増

え
続
け
ま
す
。
中
国
も
同
様
に
多
額

の
ド
ル
を
抱
え
て
い
ま
が
、
そ
れ
ら

の
リ
ス
ク
を
見
据
え
た
金
輸
政
策
を

推
進
中
で
、
今
世
界
で
一
番
元
気
な

市
場
で
す
。
沢
山
の
ド
ル
を
抱
え
て

い
ま
す
が
、
危
険
分
散
の
処
置
は
当

然
考
え
て
行
動
を
し
て
い
ま
す
。
ド

ル
一
辺
倒
の
海
外
資
金
準
備
高
を
、

ユ
ー
ロ
を
軸
に
リ
ス
ク
分
散
政
策
が

取
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
中
国
政

府
の
科
学
的
世
界
観
か
ら
す
れ
ば
当

然
の
処
置
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
べ
っ

た
り
の
運
命
共
同
体
の
日
本
と
は
大

き
く
違
う
所
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
常
任
理
事

松
原
弥
寿
夫
）

第
十
七
回
中
国
共
産
党
大
会
に
見
る

信
用
不
安
の
広
が
り
と
科
学
的
価
値
観

１２月

３月

２
０
０
７
年
・
府
連
行
事
と
文
化
活
動

７月８月

１０月１１月

第５６回全国大会大

阪で開催、府連第５３

回大会開く

５ - ６ 月

（
土
井
一
正
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
）

そ
の
夜
は
、
南
京
暁
庄
学
院(

師

範
大
学)

で
交
流
演
奏
会
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
大
学
は
中
国
で
初
め
て
の

師
範
大
学
で
、
多
く
の
優
秀
な
先
生

を
輩
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
歌
の

舞
台
と
な
っ
た
当
地
で
の
合
唱
で
は
、

日
本
人
と
し
て
中
国
の
人
々
に
心
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
と
の
思

い
が
わ
い
て
き
て
、
歌
に
も
力
が
こ

も
る
。
学
生
側
も
熱
烈
歓
迎
を
思
わ

せ
る
舞
踊
、
合
奏
な
ど
多
彩
な
演
目

を
用
意
し
て
い
て
、
大
変
感
動
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
の
日
中
合
同
合
唱

で
は
、
両
者
の
共
通
の
思
い
か
ら
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
学
生
の
感
想

文
で
は
、
「
二
度
と
悲
惨
な
戦
争
を

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
思

い
と
、
我
々
「
合
唱
団
の
態
度
と
歌

に
日
中
友
好
が
深
ま
る
」
見
通
し
が

綴
ら
れ
て
い
た
。

上
海
で
は
、
上
海
師
範
大
学
と
交

流
を
行
っ
た
。
欧
米
に
よ
る
主
権
侵

害
の
歴
史
を
背
負
う
国
際
都
市
上
海

は
、
２
０
１
０
年
の
万
博
開
催
に
向

け
て
、
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
地
下
鉄

も
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
る
。
大
学
は

市
内
中
心
部
か
ら
四
十
分
ほ
ど
の
郊

外
に
あ
り
、
広
大
な
敷
地
に
新
し
い

建
物
が
見
え
る
。
古
都
の
雰
囲
気
を

残
す
南
京
の
大
学
と
は
違
う
。
大
学

側
の
出
し
物
も
、
教
師
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
南
京
で
の
よ
う
な
熱
烈
な

歓
迎
ム
ー
ド
は
な
か
っ
た
が
、
孫
曼

さ
ん(

南
京
市
職
員
、
合
唱
団
に
随

行)

は
、
「
学
生
の
感
想
文
に
交
流

の
効
果
を
感
じ
た
」
と
述
べ
て
い
た
。

現
在
の
日
中
関
係
の
中
で
、
こ
う

い
う
平
和
の
歌
を
も
っ
て
中
国
へ
や
っ

て
き
た
日
本
人
を
知
る
こ
と
は
、
や

は
り
彼
ら
学
生
に
い
く
ら
か
の
影
響

を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
学
生
た
ち
の
将
来
に
、
日
中
友

好
の
前
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
う
。

日
中
友
好
を
す
す
め
る
に
は
、
お

互
い
を
よ
く
知
る
こ
と
の
大
事
さ
も
、

改
め
て
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た

日
中
交
流
の
た
め
に
も
私
の
中
国
語

も
、
も
っ
と
努
力
せ
ね
ば
と
の
思
い

を
強
く
し
た
中
国
公
演
で
も
あ
っ
た
。

３月


